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1 はじめに

二重目的語構文 (1a)および (2a)は,通例,(1b)に挙げるto一前置詞構文や (2b)

に挙げるfor-前置詞構文と交替が可能である｡

(1)a.Icouldnotgiveyouthree-penceagain.(MM.II.i.103)

b.Givethisringtomytrueknight.(ROM.III.ii.142)

(2)a.he.llbuymeahorseinSmithfield;(2H6.I.ii.53)

b.SomedozenRomansofusandyourlord

(Thebestfeatherofourwing)havemingledsums

TobuyapresentfortheEmperor;(CYM.I.vi.18517)

ところが,授与,供与を表す動詞のなかには,以下の (3d)と (4C)に示すように,with一

前置詞構文とも交替する二重目的語動詞が見られる｡

(3)a.Providemesoldiers,lords.(2H6.III.i.319)

b.AlthyngthatGodandnaturehathprouydydtohym.(OED.1538Starkey

EnglandI.i.10)

C.Lord,whatmusickhastthouprovidedfortheSaintinHeaven,･･･?

(Walton,16/21)

d.Asforfish,truly,sir,weareaninlandtown,andindifferentlyprovided

withfish,thatlsthetruthonTt;(Farquhar,I.i.25213)

(4)a.Willyourejectthatnobleandfreeleague

OfamityandlovewhichIpresentyou?(Webster,III.V.42-3)
b.Ialsoam

Longertolivemostweary,andpresent

Mythroattotheeandtothyancientmalice;(COR.IV.V.94-6)
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C.Ididpresenthim withtheParisballs.(H5.II.iv.131)

以下では,便宜上,with一前置詞構文と交替する二重目的語動詞を ｢prouide類二重目的

語動詞｣と呼ぶことにする｡prouide類二重目的語動詞は,以下に挙げるとおり,今日の

英語においても二重目的語構文のほかにto-前置詞構文,for一前置詞構文,with-前置詞構

文と交替が可能である｡

(5)a.Societyhasprovidedyoungpeoplenorituals.(JosephCampbell& Bill

Moyers,ThePowerofMythl1989,p.5])

b.Heprovidedahandsomesum ofmoneyforhiswifeandchildren.

C.Heprovidedhiswifeandchildrenwithahandsomesum ofmoney.

(6)a.Hepresentedthecollegeanendowment.(TheAmericanHeritageDictionary

oftheEnglishLanguagel1980])

b.Shepresentedmanyendowmentstotheinstitute.

C.Shepresentedtheinstitutewithmanyendowments.

(7)a.Theyservedtheguestsminestronesoup.

b.Theyservedminestronesouptotheguests.

C.Theyservedtheguestswithminestronesoup.

(8)a.Theyissuedusaticket.

b.Workpermitswereissuedtoonly5%of､thosewhoappliedforthem.

C.Theyissueduswithaticket.

(9)a.Thisleftusnoalternativebuttocanceltheshow.

b.Sheleft£1milliontdherdaughter.

C.Thisleftuswithnoalternativebuttocanceltheshow.((7),(8a･C),

(9a･C):HuddlestonandPullum 2002:p.312;(8b),(9b):OALD6)

尾上 (1957,pp.100-1)は,prouide類動詞が現れる二重目的語構文は今日でもアメリ

カ英語にしばしば見られることを指摘 し,竹林 (1988,pp.296-7)は,授与動詞との意

味的な類推によってこれらの動詞が二重目的語構文に現れるようになったと述べる｡ 小西

(1980,p.1146)は,with一前置詞橋文の前置詞 u)ithが省略されて二重目的語構文になっ

たと言う｡prouide類動詞は (1)から(9)に挙げたとおり,初期近代英語から現代英語

に至るまで山th-前置詞構文と二重目的語構文の両方に見られるのだが,歴史的に見ると,

その発達状況はどのように位置づけられるであろうか｡OED (S.V.present,V.13)は,

動詞presentが現れるwith一前置詞構文は1300年前後から英語において独自に発達し,古

フランス語やラテン語の影響によって発達したものではないと指摘している｡ しかし,他

の動詞が生起するwith一前置詞構文や二重目的語構文に関しては,本格的な先行研究はほ

とんど見当たらない｡以下では,初期近代英語にはどのようなprouide類動詞が二重目的

語構文とwith一前置詞構文に現れるかを実証的に考察する｡ また,これらの動詞がwith一

前置詞構文のほかにどのような前置詞構文に現れるかも合わせて考察する｡

調査 したテクス トは16世紀初頭のJohnFisher,"SermonSaydintheCathedrall
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ChyrcheofSayntPaulewithintheCyteofLondon.'[1509]からGeorgeFarquhar,

TheBeaux-Stratagem [1707]に至る100作品である｡ 引用例の出典は,Shakespeareは

MarvinSpevack,TheHaruardConcordancetoShakespeare(Hildesheim:Georg

Olms,1973)に従って作品名を略記し,他は作者名と行数,散文作品は作者名と頁数お

よび行数を示す｡

2 初期近代英語に見られるprovI'de類二重目的語動詞

初期近代英語に関して,with-前置詞構文と交替するprouide類二重目的語動詞を示す

と表 Ⅰのようになる｡ 表 Ⅰではprouide類二重目的語動詞を,今日でも見られる動詞,今

日では稀な動詞,今日では廃用になっている動詞に分類し,二重目的語構文と各前置詞構

文に現れる動詞の出現数を示す｡DOC (DoubleObjectConstruction)は二重目的語構

文,WITHはu)ith-前置詞構文,FORはfor一前置詞構文,TOはto一前置詞構文,ONはon一

前置詞構文を表している｡

(表 Ⅰ)初期近代英語に見られるprouide類二重目的語動詞

A.今日でも見られる動詞

DOC

feed 2

fill 10

furnish 3

present 9

provide 18

supply 0
B.今日では稀な動詞

arm

WITH FOR

46 0
114 0
49 0
25 0
4 23

12 0

TO ON

0 0
0 0
1 0
42

1

0
0
0
0

charge 1

hang 1

C.今日では廃用になっている動詞

bestow 1

fit 1

possess 2

2

12

2

0
0
0

0
0
0

0
0
0
1

01

0
0
0
72

0
0

全体的に見ると,初期近代英語ではprouide類二重目的語動詞は12種が観察され,前置詞

構文に圧倒的に数多く見られる｡ このうち,hangは,用例数が少ないのでどの構文に多

く見られるかは即断できない｡動詞prouideは,二重目的語構文がwith一前置詞構文を数
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のうえで庄倒し,for一前置詞構文に迫る勢いを見せている｡ このことから初期近代英語で

はprouideに関するかぎり二重目的語構文がかなり定着 していたと考えられる｡

HuddlestonandPullum (2002,pp.312-4)によると,今日の英米語においてもprouide

類二重目的語動詞は全体的に前置詞構文に圧倒的に多く見られる傾向があるという｡ しか

し,詳しく見てみると,表 Ⅰに示したprouide類二重目的語動詞が二重目的語構文と各檀

前置詞構文のいずれに多く現れるかは,初期近代英語に関する限り,動詞ごとに異なって

いる｡ 動詞 charge,feed,fill,furnish,fit,possess,supplyはwith一前置詞構文に多く

見られるが,prouideはfor一前置詞構文に,presentはto一前置詞構文に,bestowはon-前

置詞構文に圧倒的に多く見られる｡ 以下では,各動詞ごとに例示しながらその特性を考察

してみたい｡例文は,(a)には二重目的語構文を,(b)にはwith一前置詞構文を,(C)ま

たは (d)にはその他の前置詞構文を挙げる｡(a)に挙げる二重目的語構文のうち5種の

動詞 charge,fill,fit,hang,possessは,OEDにも二重目的語構文の用例が示されてお

らず,本研究で新たに見られた動詞である｡

A.今日でも見られる動詞

2.1feed

二重目的語構文が2例,u)ith一前置詞構文が46例見られ,圧倒的にwith一前置詞構文が

優勢である｡OED (S.V.feed,V.1)にはC950年に二重目的語構文の例が見られるが,

本調査での最も早い例はTyndale(1530)の例 (10a)である｡ with-前置詞構文の初出

例はclOOO年 .Hehifeddemidfaetrelyndehwatte.'という例がOEDに示されている｡

また,今日では 'wefedthescrapstothepig.T(LAAD)のようなto一前置詞構文も

見られるが,本調査やOEDには見られないことから,動詞feedの to一前置詞構文は初期

近代英語ではほとんど発達していないと考えられる｡ 以下に二重目的語構文は2例とも示

す｡

(10)a.theGodwhichhathfedmeallmylifelonguntothisday,(Tyndale,ch.

48,23)

formyfolkesaresocor･nfed,thatweehauemuchadoetopleasethem

intheirdyet:(Deloney,ⅤⅠⅠⅠ,135-6)

b.theyshouldkeepeavenemoustoothdCur,andfeedhim withthecrums

thatfallfrom thetable,(Nashe,191/9-10)

2.2ful

二重目的語構文が10例,with一前置詞構文が114例見られ,圧倒的にwith一前置詞構文が

優勢である.OED (S.V.fill,V.1)には二重目的語構文の例は見られないが,以下に挙げ

るように,初期近代英語には最も早い例としてShakespeare(1597-8)の例が見られる｡

with一前置詞構文の初出例はC1250年 TAfetleswitdwaterfL'ld.TがOEDに示されている｡

(ll)a.Bardolph,gettheebeforetoCoventry;fillmebottleofsack.

(1H4.IV.ii.1-2)
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b.TheseMoorsarechangeableintheirwills-fillthypursewithmoney.

(OTH.Ⅰ.iii.346-7)

2.3furnish

初期近代英語には二重目的語構文が3例,with一前置詞構文が49例,to-前置詞構文が1

例観察される｡ 二重目的語構文の初出例は (12a)に示すShakespeare(1596)の例であ

る｡ OED (S.V.furnish,V.5)も同じ例を挙げている｡ uノith-前置詞構文の初出例は,

OED (S.V.furnish,V.4)によると,a1553年の ■Whantheshyppewasfournyshyd

withvytaylles,thanheputtherinhishorses:という例である｡to一前置詞構文の初

出例は,OED (S.V.furn,ish,V.8)によると,1563年の例 -Imaynochtfurnisetothis

excellentwerkeuerykindofnecessarwaippin.-である｡OEDは,この授与を表す意

味はフランス語の影響で主に18世紀から現れるようになるという｡ 以下に二重目的語構文

は3例とも示す｡

(12)a.Tisnowbutfourofclock,wehavetwohours

Tofurnishus.(MV.II.iv.819)

though Icann()tfurTu'shyoumyself,youaresure,yetrllfindaway.

(Wycherley,ⅠVr.iii.14)

- soIhavehereinstore

Ameanstofurnishyou,(T.Heywood,IX.46-7)

b.Ifurnishedhim withcoin,(Dekker,I.i.21)

C.ThatshallberackTd,eventotheuttermost,

TofurnishtheetoBelmont,tofairPortia.(MV.I.i.181-2)

2Apresent

初期近代英語には二重目的語構文が9例,u)ith一前置詞構文が25例,to-前置詞構文が42

例観察される｡to一前置詞構文が圧倒的に多く観察される状況は他のprouide類動詞には

見られない特徴である｡ このことから,presentには,授与の相手を明示する前置詞形式

が早くから発達していたことが予測される｡OED (S.V.present,V.ll,13)によると,動

詞presentは Ttooffer,proffer,give.という意味の場合,二重目的語構文,with一前置

詞構文,to一前置詞構文の3つの形式にほぼ同時期に現れている｡ 初出例は,二重目的語

構文ではC1325.hepresentedhim alsoOtherthingesfelemo∴ with一前置詞構文では

a1300.Iesus‥baritham alsinaball,Andpresentbanhismoderwith-all∴ to-

前置詞構文では13ⅩⅩ-Hepresentedittopekynge.'である｡ さらにOED(S.Ⅴ.present,

V.13a)は,動詞presenHま今日の英語ではあるものを贈 り物として献呈し,それが相手

の手元に保存されることを表すという｡ ここで重要な点は,この意味では常にwith一前置

詞構文に限定されることである (但 し,大抵はイギリス英語の場合)｡ つまり,present

は一般的な授与の意味では14世紀のほぼ同時期に二重目的語構文,with一前置詞構文,to一

前置詞構文の3つの形式に現れて構文間に明確な区別はなかったが,後に特殊化された授

与の意味になると,with一前置詞構文に特化されたと考えられる｡ 特殊化された授与の意
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味と一般的な授与の意味とを区別するのに異なる統語構造 (with一前置詞構文と二重目的

語構文)を用いて表すことは歴史的に見ても自然なことである｡ 以下にそれぞれの例を挙

げる｡

(13)a.Willyourejectthatnobleandfreeleague

OfamityandlovewhichIpresentyou?(Webster,III.V.42-3)

b.Ididpresenthim withtheParisballs.(H5.II.iv.131)

C.Ialsoam

Longertolivemostweary,andpresent

Mythroattotheeandtothyancientmalice;(COR.IV.V.94-6)

2.5prouide

初期近代英語には二重目的語構文が18イ札 u)ith一前置詞構文が4例見られる｡ 二重目的

語構文はprouide類二重目的語動詞のなかでは最も多く観察され,with一前置詞構文を圧

倒 している｡for一前置詞構文はprouideが現れる3つの形式のなかでは最も多い23例が見

られる｡ 1節で挙げた (3C)の例を改めて示しておく｡

(14)Lord,whatmusickhastthouprovidedfortheSaintinHeaven,･･･?

(Walton,16/21)(-(3C))

動詞prouideは1538年になってto一前置詞構文にも初めて現れる｡ 本調査ではこの事例

は見られなかったが,(15C)にOEDからの例を示しておく｡ このようにprouideは,2.10

節に述べるbestowと同様,最も多い4つの形式に現れる｡OED (S.V.provide,V.5,8)

によると,二重目的語構文の初出例は1581年に 'prouidemeynkeandpaper,andI

willwrite.-という例が示 されているが, (15a)に示す とお り,本調査ではTyndale

(1530)に多少早い例が兄い出される｡ with一前置詞構文の初出例はOEDには14ⅩⅩ年に

'Withhelpofher‥Soprudentlywithvertuhustoprouyde.-という例が見られる｡

for-前置詞構文は1552年に 'ThebreadandwynefortheCommunionshallbe

prouydedbytheCurate,.という例が初出する｡ 以下に初期近代英語の各例を示す｡

(15)a.Godwillprovidehim asheepforsacr･ifice.(Tyndale,ch.22,15-6)

b.ThushaveweenoJustquarrellwithNature,forleavingusnaked,orto

enviethehornes,hoofsskins,andfursofothercreatures,beingprovided

withreason,thatcansupplythem all.(Browne,Sect18,34-6)

C.AlthyngthatGodandnaturehathprouydydtohym.(OED,1538

StarkeyEnglandI.i.10)

2.6supply

興味深いことにsupplyは初期近代英語ではまだ二重目的語構文には現れない｡本調査

にもOED,Jespersen(1927),Pbutsma(1926,1928),Curme(1931),Visser(1963,1973)
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にも二重目的語構文の例は見られない｡また前置詞構文も,with一前置詞構文にのみ12

例が現れるだけで,他の前置詞構文には現れない｡OED (S.V.supply,vl.2,6)によると,

C1470年 に with-前置詞構文 'AgayneWallaceheprewitin money press,With

Inglismensuppleitthaim athismycht.一に,1704年にto一前置詞構文 TNearerCare‥

suppliesSighstomyBreast,andSorrow tomyEyes.'に初出している｡ 今日では

二重目的語構文 yAyoungsterinschoolsuppliedmetheanswer.-(Webster3) (イン

グランド英語では一般的でない),u)ith一前置詞構文 -Foreigngovernmentssuppliedthe

rebelswitharms..(OALD6),for一前置詞構文 -Hesuppliesarmsfortherebels:

(HuddlestonandPullum2002,p.134),to一前置詞構文 ■Foreigngovernmentssupplied

armstotherebels.I(OALD6) のいずれの構文にも現れる｡ 以Tに初期近代英語で唯

一見られる形式,with-前置詞構文の例を1例示す｡

(16)heesuppliesthem withRceipts,(Herbert,247/16)

B.今日では稀な動詞

今日では二重目的語構文には稀にしか現れないprouide類動詞を見てみたい｡

2.7arm (-'tofurnishwitharmsorrequisitetools')

初期近代英語には二重目的語構文が 1例,with一前置詞構文が2例見られる｡ 二重目的

語構文の初出例は (17a)に示すShakespeare(1609-10)の例である｡OED(S.V.αrm,vl.

2)も同じ例を挙げている｡with一前置詞構文の初出例は,OED (S.V.arm,vl.2d)によ

ると,1534年に ■Theyhauearedyedthemylle,andarmeditwithstonesofen-

creace.'という例が見られる｡ 今日では,現代英米語の文法書,語法書を見ても,二重目

的語構文の例は見られず,専らwith-前置詞構文に見られるだけである｡ 以下にwith一前

置詞構文は2例とも例示する｡

(17)a.Armmeaudacityfrom headtofoot,(CYM.I.vi.19)

b.I.llarmthybr･ow withwoman'sheraldr･y.(Tourneur,I.ii.177)

Iam arriv'dforfruitfulLombardy,

Andbymyfather･'loveandleaveam arm'd

Withhisgoodwillandthygoodcompany,(SHR.I.i.3-6)

2.8charge(-'toimposeaduty,task,orresponsibility')

初期近代英語には二重目的語構文が 1例,with一前置詞構文が12例見られる｡ 二重目的

語構文の初出例は (18a)に示す Chapman(1607)の例である｡ OED (S.V.charge,V.

13)には二重 目的語構文の例は示 されていない｡ with一前置詞構文はC1320年に 'He

schargedhem withhismessage.■が初出する｡ 今 日では,現代英米語の文法書,語法

書を見ても,この意味で二重目的語構文に現れる例はほとんど見られないが,with-前置

詞構文には見られる｡
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(18)a.Ipraytheetalknomorebutshutthedores.DoewhatIchargethee.

(Chapman,ⅠⅠⅠ.ii.29411)

b.Whatyouhavecharg'dmewith,thathaveIdone,(LR.V.iii.163)

2.9hang (-'tofurnishordecoratewiththingssuspendedaboutoraround.)

初期近代英語には二重目的語構文が 1例,with一前置詞構文が2例見られる｡ 二重目的

語構文の初出例は (19a)に示すShakespeare(1598-9)の例である｡OED(S.V.hang,Ⅴ.

5)には二重目的語構文の例は示されていない｡with一前置詞構文は1634年に .Theireares

hungwithfive,sixoreightRings..が初出する｡ 今日では,現代英米語の文法書,

語法書を見ても,この意味で二重目的語構文に現れる例はほとんど見られないが,with-

前置詞構文には見られる｡ 以下にwith一前置詞構文は2例とも示す｡

(19)a.Hangheranepitaphuponhertomb.(ADO.V.i.284)

b.Hanghim withhispenandinkhornabouthisneck.(2H6.IV.ii.109-10)

･･･,itwashang'd

Withtapestryofsilkandsilver;(CYM.II.iv.68-9)

(19a)は前置詞構文で表現すると 'Hanganepitaphuponhertombforher.'と表せ

よう｡hangそれ自体は明示的に授与を意味するわけではないが,ここではfor-前置詞構

文と交替可能な受益を表す二重目的語構文として生起している｡ 類例は今日でも観察され

る｡(e.g.,rShedancedusawaltz.‥Killmeadragon.TGreen(1974,pp.94,96))

C.今日では廃用になっている動詞

今日,二重目的語構文では廃用になっているprouide類動詞を見てみたい｡

2.10bestow

初期近代英語には二重目的語構文が1例,u)ith一前置詞構文が2例,to-前置詞構文が1

例,on一前置詞構文が72例見られ,on一前置詞構文が圧倒的に多い｡prouide類二重目的語

動詞のなかでは,2.5節で述べたprouideと同様,最も多い4つの形式に現れている｡ 二

重目的語構文の初出例は (20a)に示すShakespeare(1588)の例である｡OED (S.V.be-

stow,V.6C)も同じ箇所を初出例として挙げ,今日では廃用であると述べている｡ with一

前置詞構文はOEDには全 く見られないが,本調査での最も早い例として,(20b)に挙げ

るDeloney(1597)が見られる｡to一前置詞構文は (20C)に示すShakespeare(1605-6)

の例が最も早い｡OED (S.V.bestow,V.6C)も同じ箇所を初出例として挙げ,二重目的語

構文と同様,今日では廃用であると指摘する｡ 出現数が最も多いon一前置詞構文は今日で

も最も一般的な形式である｡ OED (S.V.bestow,V.6b)によると,1535年に初出例 'All

thatwashalowedforthehouseoftheLorde,hauetheybestowedonBaalim..が

見られる｡以下にwith一前置詞構文は2例とも示す｡
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(20)a.- Igaveherphysic

Andyoumustneedsbestowherfuneral;(TIT.IV.ii.16213)

b.ButFather(quothIachofNewbery)whatwillyoubestowwithher?

(Deloney,ⅠⅠ,93-4)

･･･Ihavebestow'd

Mycarelessbloodwithyou,(Beaumont&Fletcher,IV.47011)

C.Laycomfortstoyour bosom,andbestow

Yourneedfulcounseltoourbusinesses,(LR.II.i.126-7)

d.ThisMasterBenedichefellgreatlyenamouredofthismaidenandthere-

foreofferedmuchcour･tesietoher,bestowmgmanygiftsonher.

(Deloney,ⅤⅠⅠ,14-6)

2.llfit(-'tosupply,furnish,orprovidewithwhatisfitornecessaryl)

二重目的語構文が 1例.with一前置詞構文が8例見られる｡ 二重目的語構文は,最も早

い例として,(21a)に示すFord(1633)の例が見られるが,OED (S.V.fit,vl.ll)に

は二重目的語構文の例は全 く示されていない｡with一前置詞構文の初出例は (21b)に示

すShakespeare(1591)の例である｡ OED (S.V.ft't,vl.ll)も同じ箇所を初出例として

挙げ,今日では廃用であると述べている｡ 以下に二重目的語構文とwith一前置詞構文の例

を1例ずつ挙げる｡

(21)a.andnow[Ⅰ]havefittedherajustpaymentinherowncoin.(Ford,IV.ii.84)

b.GentleLucetta,fitmewithsuchweeds

Asmaybeseem SOmeWell-reputedpage.(TGV.ⅠⅠ.vi上.42-3)

2.12possess(ニーtoendowwith;tobestowupon;togivesomethingtol)

OED (S.V.possess,V.8a)は 1toendowwith;tobestowupon;togivesomething

to.という意味では二重目的語構文とto一前置詞構文の例を示していない｡しかし,本調

査では二重目的語構文が (22a)に挙げる2例,to一前置詞構文は (22C)に挙げる1例が

見られる｡(22b)に挙げるwith一前置詞構文は全部で31例見られるが,OEDによると1549

年の例 'Hepossessisvthirpurepepil..uithtthesamynreches..が初出例である｡

今日ではこの語義そのものが廃用に帰しているので,二重目的語構文,to-前置詞構文,

with-前置詞構文のいずれも現代英語では用いられない｡以下に二重目的語構文は2例と

も示す｡

(22)a.Igiveyouherethefaithofanunspottedvirginthatyouonlyshallpos-

sessmeasalover,(Lyly(1591),IV.i.6113)

Well,Imustdo-t.

Away,mydisposition,andpossessme

Someharlot'sspirit!(COB.ⅠⅠⅠ.ii.110-2)

b.ThismanwhomhandtohandIslewinfightmaybepossessedwithsome



76 松 元 浩 一

storeofcrowns.(3H6.Ⅲ.V.57)

C.Godalmightyblessthee,increasetheeH,andglVetheetheblessof

Abraham:bothtotheeandtothyseedwiththeethatyoumayestpossess

thelandwhichGodgaveuntoAbraham.(Tyndale,ch.28/5-8)

これまで説明した個々の動詞に関して,各構文ごとに,その出現年をまとめると表Ⅱの

ようになる｡ 初出年が明確な動詞はその年代とともに出典を挙げ,不明の動詞は本調査で

見られた例のうち最 も早い例の出現年 と作家名を挙げる｡ShはShakespeare,DOC

(DoubleObjectConstruction)は二重目的語構文,WITHはwith一前置詞構文,FORは

for一前置詞構文,TOはto一前置詞構文,ONはon-前置詞構文を表わす｡

(表Ⅱ)動詞が現れた文形式とその出現年

arm WITH DOC

(1534,OED) (1609-10,Sh)

bestow ON DOC WITH TO

(1535,OED) (1588,Sh/OED) (1597,Deloney) (1605-6,Sh/OED )

charge WITH DOC

(C1320,OED) (1607,Chapman)

feed DOC WITH

(C950,OED) (clOOO,MED)

fill WITH DOC

(C1250,OED) (1597-8,Sh)

fit WITH

(1591,OED)

furnish WITH

(a1533,OED)

hang DOC
(1598-9,Sh)

possess TO

(1530,Tyndale)

present WITH
(a1300,OED)

provide WITH
(14ⅩⅩ,OED)

supply WITH
(C1470,OED)

DOC

(1633,Ford)

TO DOC

(1563,OED) (1596,Sh)

WITH

(1634,OED)

WITH DOC

(1549,OED) (1591,Lyly)

DOC TO

(C1325,OED) (13ⅩⅩ,OED)

DOC TO FOR

(1530,Tyndale) (1538,OED) (1552,OED)

TO DOC

(1704,OED) 仁一)
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表Ⅱを全体的に見てみると,12種の動詞のうち,二重目的語構文に先に現れる動詞はfeed

とhangのみである｡ 他の10種の動詞は各種前置詞構文に先に現れている｡ ME期に初出

する動詞はcharge,fill,present,provide,supplyの5種,初期近代英語に初出する動詞

はarm,bestow,fit,furfu'sh,hang,possessの6種である｡ このうち,arm,hangは二

重目的語動詞としては今日では稀にしか見られず,bestou),fit,possessは二重目的語動

詞としては今日では廃用になっている｡

つまり,ほとんどの動詞が with一前置詞構文を始めとする各種前置詞構文に先に現れ,

また,既に表 Ⅰで見たとおり,動詞の出現数も,前置詞構文が圧倒的に多い状況である｡

このことは,prouide類二重目的語動詞が通常の授与を表すのではなく,特殊な含意をも

つことと無関係ではない｡爵位を授けるなどの格式張った授与を表 したり (bestou),

hang,present),足 りないものや必要なものを与えて充足させる意味を表したり (feed,

fill,fit,furnish,possess,provide,supply),身体全体に (鎧などを)着せることを表

したり (arm),負担や仕事を (無理に)課す (charge)など,すべて特殊化された (.spe-

cializedr)授与の意味を表す動詞である｡ 通常の授与を表す二重目的語動詞とは異なり,

特殊な含意をもつ授与動詞であることから,二重目的語構文より明確にその含意や文法関

係を表しやすい各種前置詞構文に数多く現れていると考えられる｡

二重目的語構文に現れる動詞の初出年を見てみると,仝12種のうち,αrm (1609-10),

charge(1607),fill(1597-8),fit(1633),furnish(1596),possess(1591)の6種の

動詞は全て初期近代英語に初出している｡ この6種の動詞は,特殊な授与的意味を表すと

はいえ,通常の二重目的語動詞が表す授与の意味に近似している｡ このため,6種の動詞

は,OE期やME期にu)ith一前置詞構文に現れたfeed,present,prouideが二重目的語構

文にも現れていることを,いわば,モデルにして,文法的拡張によって,初期近代英語期

に二重目的語構文にも現れるようになったと思われる｡ 動詞supplyはどうであろうか｡

supplyは今日では二重目的語構文とwith一前置詞構文のほかにto一前置詞構文やfor一前置

詞構文にも現れ,prouide類二重目的語動詞のうち,最も多くの形式に現れている｡ しか

し,2.6節でも述べたとおり,supplyが現れる初期近代英語の二重目的語構文は,本研究

をはじめOED,Poutsma (1926,1928),Jespersen (1927),Curme(1931),Visser

(1963,1973)にも全く示されていない｡このことから,例えば,prouideなどの類似の意

味をもつ動詞がu)ith一前置詞構文のほかに二重目的語構文にも現れていることをモデルに

して,初期近代英語期以後,supplyの用法が with-前置詞構文から二重目的語構文に拡

張したのではないかと考えられる｡

3 まとめ

二重目的語構文とwith一前置詞構文の両方に現れるprouide類二重目的語動詞は,いず

れの構文に先に現れるか,どちらの構文に数多く現れるかという点において一様ではなく,

動詞によって異なることが明らかになった｡10種の動詞がwith一前置詞構文を始めとする

各種前置詞構文に先に現れ,二重目的語構文に先に現れる動詞はfeedとhangLか見られ

ない｡出現数に関しては,bestowはon一前置詞構文に,presentはto一前置詞構文に圧倒的

に多く現れ,arm,hangを除く7種の動詞 (charge,feed,fill,fit,furnish,possess,

supply)はwith一前置詞構文に圧倒的に多く見られる｡with一前置詞構文よりも二重日的
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語構文に明らかに多く見られる動詞はprouideのみである｡ すなわち,全体的に見ると,

prouide類二重目的語動詞は,ほとんどの動詞が with一前置詞構文を始めとする各前置詞

構文に先に現れ,動詞の出現数も前置詞構文が圧倒的に多い状況にある｡

このような分布は,prouide類二重目的語動詞が通常の授与的意味とは異なり,特殊な

含意をもっていることによると思われる｡bestow,hang,presentは,ものを献呈するな

どの格式張った授与を表し,feed,fill,fL't,furTulsh,possess,provide,supplyは足 りない

ものや必要なものを与えて充足させる意味を表 し,αrmは身体全体に鎧などを着せるこ

とを表し,chargeは負担や仕事を (無理に)課すという意味を表す｡これらは特殊な授

与を意味することから,通常の二重目的語構文ではなく,文法関係を明示し易い with一前

置詞構文に多く生起している｡ しかし,特殊な授与の意味を表すとはいえ,通常の二重目

的語動詞が表す授与の意味に近似 しているため,初期近代英語では (文法的)拡張によっ

て6種の動詞が with一前置詞構文のほかに二重目的語構文にも現れるようになったと思わ

れる｡ このことを歴史的に見てみると,総合的形式から分析的形式へと変化する統語プロ

セスが,逆に,分析的なwith一前置詞構文から総合的な二重目的語構文-と変化しており,

通常とは反対の歴史的変化が見られる点で興味深い｡
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